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1.はじめに 

 本研究は畑への未利用バイオマスの有効活

用を目的とし、木くずを土壌へ混入すること

に伴う硬度と保水性の変化をモデル化した。   

土壌硬度の変化を、木くず混入率および気相

増加率を変数としたモデルと実測による硬度

変化との比較により、また、保水性を水分特

性曲線の形状変化によりそれぞれ検討した。 

  

2．実験方法 
2.1 実験試料の準備・物性試験 
 試料には岩手大学構内の下台圃場で採取し

た黒ボク土、および盛岡近郊の製材所産のカ

ラマツの木くずの混合物を供試体とした。黒

ボク土・木くずの自然含水比・粒子密度はそ

れぞれ、土：33.737%・2.574g/cm3,木くず：
16.744%・1.504g/cm3であった。木くずは、

供試土体積当たりの混入率が 0.0,1.3,2.5,3.3 
%の４通りとなるように混入した。 
2.2  木くず混入土の硬度測定 
 内径 10cm 容積 1L のモールドに,質量
2.5kgのランマーを高さ 10cmから落下させ,
試料を 3層 25回突き固め,山中式硬度計を用
いて硬度を測定した。 
2.3 保水試験 
 供試体を 100cc サンプラー内に突き固
め,24 時間毛管飽和させて作製し,吸引法・遠
心法・炉乾法を用いて保水試験を行った。 
3. 実験結果・考察 

3.1 硬度測定 
 木くずを混ぜるほど硬度の値は下がった。 
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Table.1 木くず固相率と硬度の関

sawdust fraction and soil hardness 

(%) 0.0 1.3 2.5 3.3 

Pa) 694.12 673.05 598.22 533.54 

を全平均値で評価し,混入土の硬度変化
した。木くず混入土を複合材料とみなし

化を行い、相対弾性式を導入した。 
pkinsとChamisの複合モデル(＊)に基づ
式(A)を示し、木くず固相率と気相率の増
慮した相対弾性式(B)を仮定した。今回は
圧縮応力と見なし、フックの法則により

力と弾性率の間に比例関係を仮定し弾性

用した。ここでEc :木くず混入土の弾性
a),Em :土の弾性率(kPa),Ef :木くずの弾性
a),Vf :木くずの固相率(-),Ea :空気の弾性率
,ΔVa :気相の増加率(-)とする。 
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くず混入体積が増加するほど、木くずの
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(a)から(b)の各折れ線の動きを見ると、(c)
の場合が最も実測に近い変化を示した。また

式(B)の各変数の変化が相対弾性率に与える
影響では、VfよりΔVaが大きかった。 
3.2 保水試験 3.2 保水試験 
木くず混入率が水分特性曲線に与える影響

を検討したところ(Fig.2),pF0.00からpF1.98
では混入率増加により体積含水率は増加した。

しかし、pF2.70以上では混入率の増加は体積
含水率を減少させた。Fig.2の結果を用いて、
木くずの保水性を予測する。 
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木

分はpF0.80 から 2.70 で大幅に増加、
pF0.80から 1.99までで微増した。大幅に増
加したｐF範囲に対応する間隙径は 6.74×
10-2cmから 1.01×10-2cmと、木くずの平均粒
径(6.8×10-2cm)よりも小さかった。このこと
から増加した水分は木くずの表面、特に木く

ずと土との間の間隙に存在すると推測される。
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Fig.2 木くず混入土の水分特性曲線
増

混入土の保水性が、土と木くずの保水性の

積割合に比例した重みづけ線形和によって、

くず混入土の水分特性曲線は土と木くずの

分特性曲線の和であると仮定する。各 pF
における木くず混入土の含水量を非混入土 
含水量で引くことによって木くずの含水量

求め、木くずの水分特性曲線を Fig.3 に描
た。また、Fig.3より各 pFに対応した毛管
昇高とそれに対応する最大間隙径を求め、

g.4に示した。 
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化の予測には混入による気相硬度変

慮する必要があること、木くずの保
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Fig.4木くずの体積含水率と間隙径の関係
体積含水率(%)

Fig 測）
木くず固相率(%)
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木くずの水分特性曲線算出に基づく

布を知ることで予測可能である、と

を得た。今後は、それらの妥当性を

ため、硬度は圧縮試験で正確な弾性

こと、保水性は顕微鏡で木くず混入

を実際に観察することが必要となる。
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